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1. 背景と目的 

健康日本 21（第 2 次）の重要課題である健康格差の是正のために、地域格差や世代

間格差の抽出が必要である。また、わが国の循環器疾患等生活習慣病予防対策立案には、

国民の代表集団である国民健康・栄養調査および循環器疾患基礎調査対象集団を長期間

追跡するコホート研究を実施し、刻々と変化する日本国民特有のライフスタイルや社会

環境における生活習慣病リスク要因を明らかにする必要がある。 

国民健康・栄養調査は、全ての都道府県を網羅する国内唯一の調査である。2020 年

（令和 2 年）国民健康・栄養調査は拡大調査年であり、通常の 3 倍規模（約 1万人）の

調査が予定されている。より大規模な最新の国民集団の長期コホート研究 NIPPON 

DATA2020 を開始することにより、日本国民の新たな生活習慣病リスク要因や地域格差

を明らかにし、予防施策の優先順位を提案することができる。 

我々は 1980/1990/2010 年国民健康・栄養調査および循環器疾患基礎調査の対象集団、

計約 2万人のコホート研究 NIPPON DATA80/90/2010 の長期追跡研究を継続してきた。

1980 年から 2020 年まで 40 年間の国民代表集団のライフスタイルの変化とその生活習
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